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二
0
0

年
六
月
末
、
北
京
大
学
出
版
社
よ
り
整
理
本
『
十
三

経
注
疏
』
（
繁
体
字
版
）
が
発
売
さ
れ
、
翌
七
月
に
筆
者
の
手
許
に

届
け
ら
れ
た
。

以
前
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
の
「
簡
体
字
版
」
は
、
玩
元
『
十
三

経
注
疏
附
校
勘
記
』
の
嘉
慶
刊
本
を
底
本
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
道
光
六
年
重
刊
本
に
依
る
石
印
本
を
底
本
と
す
る
も
の
だ
っ

た
と
い
う
（
注
1
)
。
こ
の
「
簡
体
字
版
」
に
つ
い
て
は
、
野
間
文
史

氏
「
読
五
経
正
義
札
記
（
四
）
」
（
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
1
1
、
二

O

〇
一
年
）
に
詳
し
い
評
価
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
今
回
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
「
繁
体
字
版
」
（
以
下

「
整
理
本
」
と
称
す
）
は
、
現
在
（
景
印
本
の
形
で
）
も
っ
と
も

広
く
流
布
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
嘉
慶
二
十
年
至
二
十
一

年
江
西
南
昌
府
学
刊
本
（
以
下
「
嘉
慶
本
」
と
称
す
）
を
底
本
と

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

は
じ
め
に

北
京
大
学
出
版
社
整
理
本

『
孝
経
注
疏
』

校
合 （

繁
体
字
版
）

も
と
よ
り
、
こ
れ
ほ
ど
膨
大
な
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
包
括
的
な

評
価
を
下
す
こ
と
は
、
筆
者
の
手
に
余
る
大
事
業
で
あ
る
。
た
ま

た
ま
筆
者
が
現
在
所
属
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
―
つ
が
『
孝

経
』
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
整
理
本
の
う
ち

『
孝
経
注
疏
』
の
み
を
対
象
と
し
て
基
礎
的
な
評
価
を
試
み
る
。

具
体
的
に
は
、
整
理
本
と
嘉
慶
本
と
の
異
同
を
校
合
し
、
ま
た
い

わ
ゆ
る
「
道
光
重
刊
本
」
と
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、

整
理
本
に
対
し
て
極
め
て
限
定
さ
れ
た
意
味
で
の
評
価
を
行
う
こ

と
と
す
る
（
注
2
)
0

『
孝
経
注
疏
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二

0
0
0
年
十
二
月
発

行
。
「
整
理
本
」
）
を
底
本
と
し
、
『
孝
経
注
疏
附
校
勘
記
』
（
中
文

出
版
社
景
嘉
慶
二
十
年
刊
本
。
「
嘉
慶
本
」
）
と
校
合
す
る
。
ま
た

適
宜
、
『
孝
経
注
疏
附
校
勘
記
』
（
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
北
山
文

庫
蔵
道
光
六
年
重
刊
本
。
以
下
「
道
光
本
」
）
と
の
異
同
に
つ
い
て

井

上

了

初
見

(131) 
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孝
経
正
義

も
参
照
す
る
。

整
理
本
や
嘉
慶
本
・
道
光
本
の
内
部
に
お
け
る
グ
リ
フ
の
所
在
は

略
号
で
示
す
。
た
と
え
ば
「
7
下
1
2
」
と
は
第
7
ペ
ー
ジ
下
段
1
2

行
目
を
指
し
、
ま
た
「

3
a
6
」
と
は
第
3
葉
表

6
行
目
を
指

す。

校
合
結
果

7
下
1
2
然
則
此
言
序
者
，
畢
一
鰹
之
端
緒
耳
゜

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
3
a
6
,
「
序
」
作
「
緒
」
。

8
上

1
6
乾
象
歴
、

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
3
b
3
,

「
歴
」
作
「
麻
」
。

整
理
本
「
歴
」
字
，
当
改
回
「
暦
」
。

11
上
3

無
侯
商
椎
，
而
職
代
亡
逸
，

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
4
a
5
,
「
権
」
作
「
推
」
。

11
上
3

隋
開
皇
十
四
年
，

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
4
a
6
,
「
隋
」
作
「
随
」
。

15
上
20

其
末
孫
非
子

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
3
a
3
,
「
末
」
作
「
左
」
。

孝
経
注
疏
校
勘
記
序

21下
1

孝
経
注
疏
校
勘
記
序

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
，
此
下
有
「
玩
元
撰
應
宣
旬
敬

録
」
八
字
。

22
上
7

玩
元
記
麿
宣
旬
敬
録

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
，
無
「
麿
宣
旬
敬
録
」
五
字
。

22下
8

時
遇
口
之
阪
寺
，
居
東
齊
゜

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
2
b
1
,
「
口
」
作
「
ド
」
。

23
上

2

明
萬
歴
十
四
年
刊
。

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
2
a
9
，
同
。

整
理
本
「
歴
」
字
，
当
改
回
「
暦
」
。

孝
経
注
疏
巻
第
一

4
下
4

以
光
榮
其
父
母
，
此
孝
行
之
終
也
。

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
3
a
l
o
,
「
光
」
作
「
先
」
。

5
上

4

則
身
有
徳
審
，
乃
能
光
榮
其
父
母
也
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
3
b
5
,
「
饗
」
作
「
畢
」
。

6
上
9

詩
、
書
之
語
，
事
有
営
其
義
者
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
4
a
1
,
「
語
」
作
「
詩
」
。

(132) 
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9
上
9

以
詩
大
雅
炭
高
之
篇
宣
王
之
詩
，

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
6
b
4
,
「
炭
」
作
「
嵩
」
。

19
下

6

20上

6

孝
経
注
疏
巻
第
二

1
1
上
1
3

道
千
乗
之
國
，
云
節
用
而
愛
人

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
2
a
1
,

「
千
」
作
「
干
」
。

12
上
3

有
烈
山
氏
之
子
曰
柱
，
為
稜
，
自
夏
以
上
祀
之
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
2
b
1
,
「
柱
」
作
「
社
」
。

17下
6

皆
是
士
之
長
，

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
6
b
3
,
「
士
」
作
「
上
」
。

17下
16

守
者
無
逸
也
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
6
b
6
,
「
逸
」
作
「
近
」
。

孝
経
注
疏
巻
第
三

安
寧
即
閉
蔵
之
義
也
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
1
b
1
,

「
閉
蔵
」
二
字
乙
転
。

各
因
其
所
宜
，
此
分
地
利
也
。

…
…
道
光
本
同
。

29
上
1
4

荊
州
貢
丹
，
｛
允
州
貢
漆
、
絲
，
豫
州
貢
線
，

20上

9

22
上
3

23
上
2
0

24上

5

26
上
10

26
上
1
3

嘉
慶
本
1
b
4
,
「
因
」
作
「
盛
」
。

論
語
曰
：

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
1
b
5
,
「
論
語
」
二
字
乙
転
。

便
是
比
尾
可
胎
禍
芙
゜

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
3
a
1
,
「
尾
」
作
「
屋
」
。

五
土
十
地
之
利
，
言
孝
為
百
行
之
首
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
4
a
2
,
「
+
」
作
「
土
」
。

無
以
常
其
（
元
訣
十
一
字
）
利
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
4
b
1
，
無
「
一
」
字
。

有
大
臣
助
行
之
者
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
6
a
3
,
「
大
」
作
「
太
」
。

故
断
章
引
大
師
之
什
，
今
不
取
也
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
6
a
4
,
「
取
」
作
「
敢
」
。

孝
経
注
疏
巻
第
四

(133) 
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45
上

9
就
養
能
致
其
惜
゜

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
1
a
6
,
「
惟
」
作
「
櫂
」
。

45
下
4

盛
其
憂
謹
之
心
．
，

…
…
道
光
本
同
。

孝
経
注
疏
巻
第
六

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
2
b
4
,
「
州
貢
」
作
「
貢
丹
」
。

29
上
17
周
穆
王
征
犬
戎
，
得
白
狼
白
鹿
，
近
之
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
2
b
5
,
「
犬
」
作
「
大
」
。

孝
経
注
疏
巻
第
五

36
上
12
謂
東
方
青
帝
鐙
威
仰
，
周
為
本
徳
゜

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
3
a
6
,
「
本
」
作
「
木
」
。

40
上
8

稲
明
王
者
，
言
在
位
無
不
照
也
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
5
b
7
,
「
者
」
作
「
此
」
。

41上

20
雖
得
志
於
人
上
，
君
子
之
不
貴
也
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
6
b
8
,
「
得
」
作
「
徳
」
。

45
下
5

46
上

11

46
上

12

47
上
1

49
下
2

51
下
10

52
上
17

作
「
終
」
。

嘉
慶
本
1
a
l
o
,
「其」

嘗
盛
其
祥
練
．．
 

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
1
a
l
o
,
「
営
」
作
「
終
」
。

齊
戒
…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
1
b
7
,
「
齊
」
作
「
齋
」
。

孝
子
将
祭
，
夫
婦
齊
戒
，
沐
浴
盛
服
，

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
1
b
8
,
「
齊
」
作
「
齋
」
。

不
去
則
兵
刃
或
加
於
身
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
2
a
7
,
「
刃
」
作
「
刀
」
。

易
序
卦
稲
有
天
地
然
後
萬
物
生
焉
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
3
b
8
,
「
地
」
作
「
也
」
。

故
必
由
斯
人
以
弘
斯
教
，

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
5
a
9
,
「
弘
」
作
「
私
」
。

母
不
敬

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
5
b
8
,
「
母
」
作
「
母
」
。

(134) 
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本
整
理
本
の
最
大
の
問
題
点
は
、
「
凡
例
」
で
「
本
書
以
清
嘉

慶
一
年
玩
元
校
刻
十
三
純
注
疏
為
底
本
。
」
と
述
べ
つ
つ
も
、

評
価

60上

5

前
章
論
諌
争
之
事
，

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
1
a
3
,
「
争
」
作
「
評
」
。

63
上
1
8
皆
昭
著
之
義
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
3
a
4
,
「
昭
」
作
「
招
」
。

孝
経
注
疏
巻
第
九

71
上
1
9
乃
畢
柩
郁
下

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
4
a
4
,
「
都
」
作
「
郁
」
。

孝
経
注
疏
巻
第
八

孝
経
注
疏
巻
第
七

57下
7

以
此
之
故
，
営
不
義
則
須
諌
之
。

…
…
道
光
本
同
。

嘉
慶
本
4
a
9
,
「
此
」
作
「
比
」
。

59
上
3

左
偲
稲
昔
周
辛
甲
之
為
太
史
也
，

…
…
嘉
慶
本
・
道
光
本
5
a
6
，
無
「
昔
」
字
。

実
際
に
は
嘉
鹿
刊
本
で
は
な
く
道
光
重
刊
本
を
底
本
に
使
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
孝
経
序
」
1
5
a
2
0
に
お
け
る
嘉
慶
本
の
「
其
左

孫
」
な
る
誤
刻
は
、
道
光
本
で
は
「
其
末
孫
」
と
訂
正
さ
れ
て
い

る
が
、
整
理
本
は
道
光
本
に
従
っ
て
当
該
箇
所
を
「
其
末
孫
」
に

改
め
、
し
か
も
校
記
に
お
い
て
何
も
言
及
し
な
い
。
こ
れ
と
同
様

の
例
は
、
決
し
て
長
く
は
な
い
『
孝
経
注
疏
』
中
に
三
十
例
ほ
ど

見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
整
理
本
が
独
自
に
嘉
慶
本
に
対

し
て
校
訂
を
加
え
た
結
果
だ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
整
理
本

が
道
光
本
を
底
本
と
し
て
用
い
た
結
果
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
（
注
3
)
。
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
「
簡
体
字
版
」
が
道
光
本

に
よ
る
石
印
本
を
底
本
と
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
ち
ら
の

作
業
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
得
よ
う
。

な
お
試
み
に
、
『
孝
経
』
以
外
の
経
書
に
お
け
る
嘉
慶
本
と
道
光

本
と
の
相
違
の
例
と
し
て
、
野
間
文
史
氏
「
読
五
経
正
義
札
記

（
二
）
」
（
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
9
、
二

0
0
0年
）
が
摘
録
す
る

『
左
伝
注
疏
』
の
「
重
刊
本
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
例
」
に
つ
い
て

確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
整
理
本
は
そ
の
全
て
の
箇
所
に
つ
い
て

嘉
慶
本
で
は
な
く
道
光
本
に
一
致
し
、
校
記
に
て
異
同
・
訂
正
の
こ

と
を
全
く
言
わ
な
い
。
さ
ら
に
言
う
と
、
整
理
本
は
、
嘉
慶
本
の

誤
刻
の
う
ち
野
間
氏
の
所
謂
「
重
刊
本
で
も
訂
正
さ
れ
て
い
な
い

例
」
を
改
訂
す
る
際
に
は
、
校
記
に
お
い
て
改
訂
の
こ
と
に
言
及

(135) 
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し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
問
題
は
、
『
孝
経
』
『
左

伝
』
以
外
の
経
書
に
も
及
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
整
理
本
は
、
「
凡
例
六
」
に
て
「
凡
系
玩
刻
本
避
清
帝
誰
之

字
改
回
本
字
。
」
と
す
る
も
の
の
、
そ
の
「
改
回
」
は
不
徹
底
で
あ

り
（
「
萬
歴
」
を
そ
の
ま
ま
存
す
、
序
2
3
上

2
)
、
誤
っ
た
「
本

字
」
へ
「
改
回
」
し
て
い
る
例
（
「
乾
象
麻
」
を
「
乾
象
暦
」
で
は

な
く
「
乾
象
歴
」
と
改
回
す
る
、
序

8
上
1
6
)
す
ら
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
周
を
「
木
徳
」
で
は
な
く
「
本
徳
」
と
す
る
が
ご
と
き

誤
植
も
見
出
さ
れ
た
(
3
6
上
1
2
)
。

整
理
本
の
標
点
は
、
た
と
え
ば
『
漢
書
』
儒
林
伝
か
ら
の
引
用

に
「
以
容
為
纏
，
官
大
夫
」
と
句
点
を
施
す

(43
上
5
)

が
ご
と

き
初
歩
的
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
ま
た
『
古
文
孝
経
』
か
ら
の

引
用
範
囲
を
誤
り
（
序
1
2
上

1
)
、
玄
宗
『
孝
経
序
』
か
ら
の
引
用

範
囲
を
誤
り
（
序
1
5
上

8
)
、
甚
だ
し
き
は
、
「
疏
」
に
標
点
を
施

す
際
に
「
注
」
か
ら
の
引
用
範
囲
を
誤
る
(
1
5
上
1
1
な
ど
）
な

ど
、
資
料
参
照
の
際
の
不
注
意
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
誤
り
も

多
数
に
の
ぼ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
標
点
・
整
理
作
業
に
対
し
て
、

全
く
瑕
疵
な
き
こ
と
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
本
稿
の
筆
者
は
、
整

理
委
員
会
の
努
力
に
対
し
最
大
の
敬
意
を
払
う
者
で
あ
り
、
ま
た

将
来
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
電
子
媒
体

(
C
Dー

R
O
M
等
）
に
よ
る

テ
キ
ス
ト
提
供
に
期
待
す
る
者
で
も
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
整
理
本
の
う
ち
少
な
く
と
も
『
孝
経
』

部
分
は
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
点
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
現
在
通

行
し
て
い
る
景
印
嘉
慶
本
を
直
ち
に
置
換
し
得
る
性
質
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
ま
た
本
稿
で
指
摘
し
た
問
題
は
、
『
孝
経
』
の
み
な

ら
ず
『
左
伝
』
な
ど
他
の
経
書
の
整
理
作
業
に
も
及
ん
で
い
る
疑

い
が
強
い
。

諸
賢
が
整
理
本
を
利
用
さ
れ
る
際
に
上
記
の
よ
う
な
点
に
留
意

さ
れ
、
ま
た
整
理
本
が
増
刷
・
再
版
さ
れ
る
際
に
こ
れ
ら
の
点
が
改

善
さ
れ
れ
ば
、
の
喜
び
は
望
外
の
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
重
刻
本
や
石
印
本
が
必
ず
し
も
粗
悪
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
は
限

ら
な
い
。
初
刊
本
で
あ
る
器
慶
本
に
誤
刻
が
多
い
こ
と
は
定
評
が
あ

り
、
重
刊
本
で
あ
る
道
光
本
が
却
っ
て
嘉
慶
本
の
誤
刻
を
正
し
て
い

る
箇
所
も
多
い
。
野
間
文
史
氏
「
読
五
経
札
記
（
二
）
」
（
『
東
洋
古
典

学
研
究
』

9
、
二

0
0
0年
）
参
照
。

(
2
)

本
稿
の
校
合
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
切
り
間
違
い
」
の
類
は
す
べ
て

無
視
し
、
整
理
本
と
嘉
慶
本
と
の
グ
リ
フ
の
異
同
の
み
に
注
目
す

る
。
な
お
、
書
式
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
（
巻
末
の
巻
数
表
示
や

段
落
間
の
「
O
」
の
有
無
な
ど
）
は
校
合
の
対
象
と
し
な
い
。
ま
た

整
理
本
の
「
凡
例
六
」
に
よ
り
、
「
末
」
「
未
」
や
「
玉
」
「
王
」
等
も

校
合
の
対
象
か
ら
除
く
。

注
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(
3
)

た
だ
し
整
理
本
の
「
凡
例
七
」
に
よ
る
と
、
整
理
本
は
嘉
鹿
本
の

「
無
明
確
是
非
判
断
者
」
の
み
「
出
校
勘
説
明
」
し
、
「
射
於
文
字
差

異
大
，
文
意
完
全
乖
離
者
，
整
理
者
略
作
考
證
以
決
定
取
舎
」
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
あ
る
い
は
嘉
慶
本
を
底
本
と
し
つ
つ
明
白
な

誤
刻
に
つ
い
て
の
み
改
め
た
、
と
い
う
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
得
る
。

し
か
し
、
整
理
本
の
底
本
で
あ
る
嘉
鹿
本
と
、
整
理
本
の
校
記
に
名

す
ら
見
え
な
い
道
光
本
と
の
間
で
「
決
定
取
捨
」
す
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
通
常
で
は
考
え
ら
れ
ず
、
や
は
り
整
理
本
は
道
光
本
を
底
本

と
し
た
も
の
と
称
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
庶
人
章
「
便
是
比
尾
可
胎
禍
笑
。
」

(22
上
3
)

は
、
嘉
慶

本
が
正
し
く
「
屋
」
に
作
る
箇
所
に
つ
い
て
道
光
本
が
「
尾
」
と
誤

刻
（
あ
る
い
は
版
木
損
壊
な
い
し
印
刷
時
の
カ
ス
レ
）
し
て
い
る
例

で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
整
理
本
は
、
嘉
慶
本
に
で
は
な

く
道
光
本
に
従
っ
て
お
り
、
し
か
も
校
記
に
お
い
て
何
も
言
及
し
な

い
。
こ
れ
は
、
整
理
本
が
嘉
慶
本
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る

誤
り
だ
と
言
え
よ
う
。

追
記
1
•
•
本
稿
脱
稿
後
、
国
立
編
訳
館
（
台
湾
）
主
編
『
十
三
経
注
疏
分

段
評
点
』
を
目
に
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
ち
ら
は
、
本
稿
で
指

摘
し
た
嘉
慶
本
と
道
光
本
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
、
道
光
本
の

改
訂
に
安
易
に
従
わ
ず
、
嘉
慶
本
の
誤
刻
も
比
較
的
忠
実
に
継

承
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

追
記
2
•
•

本
稿
校
正
中
に
、
野
間
文
史
氏
「
読
五
経
札
記
（
五
）
」
（
『
東

洋
古
典
学
研
究
』

12
、
二

0
0
一
年
）
が
発
表
さ
れ
た
。
氏
は

「
整
理
本
」
を
「
今
後
の
研
究
者
に
と
っ
て
充
分
に
「
定
本
」

と
な
り
う
る
」
な
ど
と
、
高
く
評
価
す
る
。
し
か
し
「
整
理

本
」
、
す
く
な
く
と
も
「
整
理
本
」
の
う
ち
『
孝
経
』
を
利
用

す
る
際
に
は
、
嘉
鹿
本
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
問
題

（
本
稿
注
3
末
尾
に
指
摘
）
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
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